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平成 29年度鹿児島市生物多様性地域戦略実施状況報告 

 
 

 

１．戦略策定の趣旨等 

(1) 策定の趣旨 

本市第二次環境基本計画に掲げる「恵み豊かなかごしまの自然を次の世代へ引き継ぐまち（自

然共生社会の構築）」の実現に向けて、生物多様性の保全と持続可能な利用を総合的・計画的に

進めるため、生物多様性基本法第１３条の規定に基づき、平成２６年３月に鹿児島市生物多様性

地域戦略～豊かな自然かごしま生きものプラン～を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 戦略の役割 

市の施策、事業活動、市民生活が生物多様性の保全に配慮したものになるように誘導・調整し、

生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する主体的な取組を活性化させ、市民総ぐるみで自然

共生社会を築いていくための「道しるべ」の役割を果たします。 

 

(3) 対象区域 

自然・生き物のつながりを考慮し、鹿児島市域、隣接する陸域及び海域（錦江湾）を対象区域

とします。 

 

(4) 対象期間 

２１世紀の折り返し地点である２０５０年を見据えつつ、第二次環境基本計画と統合的に進め

ることが効果的であることから、対象期間は平成３３年度（２０２１年度）までとします。 

 

Ⅰ 生物多様性地域戦略の概要 

 

■生物多様性の保全 

様々な恵みを与えてくれる多様な生き物を、生息・生育する自然環境の多様性も含めて保

全し、多様な状態を高めていくこと 
 

■持続可能な利用 

多様な生き物から受ける恵みを自分たちの世代で使い果たしてしまうことなく、節度ある

利用と保全・維持に努め、次の世代に大切に引き継いでいくこと 

鹿児島市環境基本計画 
 

平成 24 年 3 月改定（第二次） 

目標年次：平成 33 年度(2021 年度) 

 

 

鹿児島市生物多様性地域戦略 
 

平成 26 年 3 月策定 

目標年次：平成 33 年度(2021 年度) 

 

自然共生社会の構築 

鹿児島市地球温暖化対策アクションプラン 
 

平成 24 年 3 月策定 

目標年次：平成 33 年度(2021 年度) 

 

循環型社会の構築 低炭素社会の構築 

鹿児島市一般廃棄物処理基本計画 
 

平成 25 年 7 月改定 

目標年次：平成 33 年度(2021 年度) 
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【基本方針 1】 生物多様性を支える自然環境を保全・創造する 

 

 

 

【基本方針 2】 生物多様性を支える人を育む 

 

 

 

 

 

【基本方針 3】 生物多様性を支える社会のしくみを整える 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 生き物の生息・生育の場を守り育む（都市域・農山村域・水域） 

(2) 生態系をつなげ機能を高める 

(3) 評価されている自然を維持・保全する 

(4) 生き物の生息生育を脅かす要因を取り除く 

 ①外来生物の侵入・拡大の防止 

 ②環境汚染の防止 

 ③地球温暖化（ヒートアイランド現象）の防止 

(1) 環境学習・環境教育を推進する 

  ①学習・教育の場や機会の提供 

  ②人材の育成 

(2) 自然とふれあう 

  ①自然のなかに出かける 

  ②日々の暮らしの中で向き合う 

(1) 生物多様性の意味や価値を社会に浸透させる 

(2) 生物多様性の保全活動を広げる 

(3) 情報を集積し発信する 

(4) 連携・協働により取り組む 

2021 年度の鹿児島市の姿 
様々な人たちが生物多様性を保全することの意味や価値について理解し、

協働して 2050 年の鹿児島市の将来像を実現していこうという気運が高ま

り、生物多様性の損失を止めるためのさまざまな取組が始まり進んでいる。 

 

2050 年の望ましい将来像 
多様な生き物が棲む多様な自然環境が広がり、市民は生物多

様性が育む恵みに感謝し、自分たちの世代で使い果たしてしま

うことなく、持続可能な方法で節度ある利用と保全・維持に努

め、将来の世代へ大切に引き継いでいる自然共生社会 

2050年 

 

2021 年 

2014 年 

実行計画の体系 

生物多様性がより豊かな方向に向かうようにするために、生物多様性を劣化させるような影響を回

避・最小化して、生き物が棲みやすい自然環境を保全・創造します。 

生物多様性を保全しながら、それといつまでも共に暮らしていくために、私たち人間が自然・生態系の

中の一部として自然や他の生き物たちと共に暮らしていることに気づき、どうすべきか考え、行動する

人を育みます。 

生物多様性を意識することが社会に浸透し、事業活動や日常生活において生物多様性への配慮や保

全の取組が行われてるとともに、自然・生き物が暮らしの資源、観光資源などとして持続可能な方

法で利用されていく社会のしくみを整えます。 

２．施策の体系 
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基本方針１：生物多様性を支える自然環境を保全・創造する 

 

 (1) 生き物の生息・生育の場を守り育む 

ア）都市域 

【取組の方向性】 

 「まちと緑のハーモニープラン」に基づき緑地の保全・緑化の推進に取り組み、そこに

「生物多様性」の視点を導入します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

緑地の保全・ 

緑化の推進 

「まちと緑のハ

ーモニープラン

（ 緑 の 基 本 計

画）」に基づき、

緑地の保全及び

緑化の推進を図

る。 

 

 

■緑化活動の推進 

・町内会等への花苗配布（花苗配布団体

数：190） 

・歩道緑地管理団体による緑地の維持管

理（歩道緑地管理団体数：195） 

・園芸教室の開催（5月、10 月） 

・「まちかどフラワーコンテスト」の実

施（審査・表彰） 

（応募団体数：15 団体、表彰団体数： 6

団体） 

・鹿児島中央駅前広場等の立体花壇デザ

イン募集 

公園緑化課 

 ■緑地の保全 

・街路樹及び市設花壇の維持管理 

（街路樹維持管理業務委託：28 件、市

設花壇の維持管理業務委託：12 件） 

公園緑化課 

 ■市電軌道敷緑化等の保全 

・道路併用軌道区間の軌道敷緑化の維

持管理及び枯死した芝の改良工事 

・電停部緑化の維持管理 

公園緑化課 

  ■屋上・壁面緑化の推進 

・民間建築物の屋上緑化、壁面緑化への

助成（4件、1,399 千円） 

・公共施設の屋上や壁面緑化の実施 

（天文館公園公衆トイレ壁面緑化：9.45 ㎡） 

・キャンセビルの壁面緑化の維持管理を

通して工法の検証及び事業実現の可能

性についての整理 

公園緑化課 

  ■緑に関するイベントの充実 

・錦江湾公園はなまつりの開催（5月） 

・四季の花情報の掲載（ホームページ、

ＳＮＳ） 

・花しょうぶまつりの開催 

 

公園緑化課 

 

 

平川動物公園 

Ⅱ 取組の平成 29 年度実績 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

緑地の保全・ 

緑化の推進 

 

「まちと緑のハ

ーモニープラン

（ 緑 の 基 本 計

画）」に基づき、

緑地の保全及び

緑化の推進を図

る。 

■法面等の緑化 

・道路改良（胡麻田 3 号線ほか 4 線：742 ㎡） 

道路建設課 

谷山建設課 

 ■斜面緑地の保全 

 ・かごしまコンパクトなまちづくりプラ

ンの運用開始（居住誘導区域外におけ

る住宅開発等の届出義務あり） 

都市計画課 

 

 

 

 ■都市空間の創出 

・街路樹の整備改良：小松原山田線ほか

２路線、花壇植栽（永年植物） 

・公園樹の整備改良：清滝公園ほか２公園 

・街路樹隆起根等処理：要望があった箇

所に対応 

・借上げ公園制度の周知 

公園緑化課 

 

 

 

 ・市役所本館周辺整備の実施設計（土

木）：23 年度に作成した基本設計をも

とに、実施設計に取り組んだ。 

管財課 

 

 

 

 ■緑地空間の創出 

・武岡公園整備事業の推進 

・市立病院跡地緑地整備事業の推進 

公園緑化課 

 

 

  イ）農山村域 

   【取組の方向性】  

    「農林水産業振興プラン」、「森林整備計画」等に基づき農地の保全、森林の保全等に取り

組み、そこに「生物多様性」の視点を導入します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

森林の保全 

 

 

 

 

 

農林水産業振興

プラン、森林整備

計画に基づき、木

材生産のほか、水

源かん養などの

公益的機能を確

保するため、適正

な森林の保護、育

成を図る。 

■間伐等の実施及び支援 

 ・万之瀬川流域森林（間伐:5.76 ha、 植

林：0.63 ha、下刈：4.3 ha） 

 ・甲突川、稲荷川流域森林（間伐：14.09 ha） 

 ・市有林、分収林（間伐：9.85ha） 

 ・その他（植林：41.7 ha、下刈：19.48 ha） 

生産流通課 

谷山農林課 

 

 ■桜島の森林保全 

 ・松くい虫の航空防除等の実施 

生産流通課 

 ■治山事業による森林保全 生産流通課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

事業者などと

協働の森林づ

くり 

環境貢献に関心

のある企業及び

ボランティア団

体と連携し、森林

の整備・保全に取

り組む「市民と協

働の森林づくり

事業」を推進す

る。 

■所有者と企業等との森林管理の協定締

結の推進 

生産流通課 

■市民を対象とした森林・林業体験イベ

ントの開催 

生産流通課 

■桜島赤水採石場跡地への市民等の植樹

の促進 

 ・申請：１団体（0.563ha、983 本） 

環境保全課 

 

開発後の緑化

の推進 

資源採取のため

に森林が損失し

た場合などにつ

いては、事業終了

後などに地域の

自然植生を考慮

した緑化を推進

する。 

■造林事業主への助成 

 （植林：41.7ha） 

生産流通課 

 

「遊べる森」の

整備と活用 

里山的環境を残

した森林を市民

ボランティアや

各種団体などと

の協働により、環

境教育や癒しの

場として活用す

る。 

■地域まるごと共育講座の実施 

・里山自然体験講座の開催 

かごしま環境

未来館 

 

 ■地域公民館講座の実施 

・親子里山ふれあい塾の開催 

谷山北公民館 

農地の保全と

有効利用 

農林水産業振興

プラン、農業振興

地域整備計画に

基づき、農地流動

化の促進や遊休

農地バンクの普

及などにより、農

地の保全と有効

利用を進める。 

■農地流動化の促進 

 ・農地の貸借への助成（14.0 ha） 

農政総務課 

 

■遊休農地の解消等 

 ・遊休農地バンクの運営 

 ・遊休農地の開墾経費への助成（0.26 ha） 

 ・農地中間管理機構集積協力金交付事業 

農政総務課 

 ■土地改良事業の推進 

 ・水路、農道等の整備 

農地整備課 

谷山農林課 

生物多様性を

高めることに

配慮した農業

農村の整備 

「農業農村整備

事業における環

境配慮整備指針」

に基づき環境配

慮型の農業農村

整備を推進する。 

■土地改良事業の推進 

・環境基盤（遊歩道）整備 

 

農地整備課 

谷山農林課 

生物多様性を

高めることに

配慮した農業

の推進 

生物多様性を高

めることに配慮

した農業を推進

する。 

■減農薬栽培の推進 

 ・環境保全効果の高い営農への支援 

（交付金 1,589 千円） 

・防虫資材等の導入助成（補助金：3,623 千円） 

生産流通課 

谷山農林課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

生物多様性を

高めることに

配慮した農業

の推進 

生物多様性を高

めることに配慮

した農業を推進

する。 

■家畜ふん尿処理施設（堆肥舎）等の整

備 

・堆肥舎：１棟、堆肥処理機械：１台 

（補助金：5,885 千円） 

生産流通課 

 

 

  ■化学肥料等の適正使用の広報 

 ・農作物栽培暦、防除暦の作成、生産

者への指導 

生産流通課 

  ■農業用廃プラステック類の適正処理の

促進 

・農業用プラステック類の回収 

生産流通課 

農作業体験の

推進 

市民が気軽に農

作業を体験でき

る場や機会の充

実を図る。 

■市民農園の運営 

 ・都市農業センター：820 区画 

（家族用区画：766 区画、団体用区画：

44 区画、車いす用区画：10 区画） 

都市農業セン

ター 

 

  ■市民参加型農業の支援 

・市民農園管理組合への助成（7 農園

490 区画） 

・市と協定を結ぶ市民農園（3 農園 69

区画） 

・入園式の開催 

・栽培講習会の開催（年２回） 

・市民ボランティアによる市民農園開

設（2農園） 

・圃場品評会の開催など 

農政総務課 

  ■グリーン・ツーリズムの推進 

・農家民宿の利用促進 

・農作業体験等学習の支援（9地区） 

・棚田保全支援（１団体、300 千円） 

・グリーンツーリズム宿泊体験ツアー 

・ガイドブックのリニューアル 

グリーンツーリ

ズム推進課 

  ■観光農業公園での交流体験 

・自然体験プログラム等の実施 

（体験者数） 

農業：17,672 人、自然：8,647 人 

調理：7,254 人、環境：2,267 人 

・グリーンファームサポーターの設置

（登録者：25 人） 

グリーンツーリ

ズム推進課 

  ■各学校における農業体験学習の実施 

・総合的な学習の時間等で、体験を伴

った農業体験学習等を学校の実態に

応じて取り入れるよう学校訪問や研

修会等で指導した。 

学校教育課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

農作業体験の

推進 

市民が気軽に農

作業を体験でき

る場や機会の充

実を図る。 

■少年自然の家での講座開催 

 ・ピーナツを育てよう 

・寺山親子どろんこ農園 

・親子で挑戦～お茶作り～ 

・親子で育てようサツマイモⅠ･Ⅱ 

・親子で挑戦～年越しそば～ 

・親子で育てよう冬野菜 

少年自然の家 

鳥獣被害防止

対策の推進 

鳥獣被害防止計

画に基づき農林

業への鳥獣被害

を防止するため、

効果的な防除事

業を推進する。 

■有害鳥獣被害対策の実施 

 ・電気柵等の設置、捕獲への助成等 

生産流通課 

千貫平草原生

態系の再生 

市域のまとまっ

た草原である千

貫平自然公園の

草原生態系の保

全及び創出を行

う。 

■千貫平自然公園の維持管理 

 

観光振興課 

 

  ウ）水域（河川域、海域、池沼、湿地） 

   【取組の方向性】 

    自然が残るさまざまな水域を保全し、生息生育場所としての機能の向上を図ります。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

生物多様性を

高めることに

配慮した川づ

くりの推進 

準用河川につい

て、環境、治水、

利水の機能を確

保した川づくり

のための基本方

針を作成する。 

■生き物の生息に配慮した護岸整備 

・準用河川改修において、治水対策を

講ずるにあたり、環境型ブロックを

設置するなど、環境に配慮した工法

を採用した。（吉水川） 

河川港湾課 

道路建設課 

谷山建設課 

 

・土地区画整理事業と併せて行う木之

下川の河川改修において、生態系保

全のため、床止工の一部に魚道を設

置した。 

谷山都市整備課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

自然海岸・干潟

などの保全 

自然性の海岸は

現状維持、自然性

を高めることに

努め、やむを得ず

改変する際は自

然に配慮した最

小限の改変に留

めるよう努める。 

干潟は、ゴカイ、

貝類、カニやそれ

らを食べる水鳥

や魚などの重要

な生息場となっ

ていることから

適正に保全する。 

湿地・池沼は、生

物多様性の高い

場所であること

から、適正に保全

する。 

そのために現況

を評価し、その価

値を市民に伝え

る。 

■海岸清掃の実施 

・磯海岸の清掃 

・小池海岸の清掃 

・袴腰地区の清掃 

・漂着ゴミの回収 

環境政策課 

桜島支所総務

市民課 

観光振興課 

東桜島支所 

資源政策課 

廃棄物指導課 

スポーツ課 

■ウミガメ上陸海岸の保全 

 ・喜入地域海岸パトロールの実施 

環境保全課 

喜入支所総務

市民課 

■磯海岸浜の砂の補充 河川港湾課 

■喜入のリュウキュウコウガイ産地の保

存管理 

・再生整備活用検討委員会での協議を

もとに、水質・底質検査等実施した。 

文化財課 

河川・海域・地

下水の水質保

全 

公共下水道や合

併処理浄化槽の

整備普及、排水指

導などにより、生

活排水や事業場

排水などの汚濁

負荷の低減を図

り、良好な水環境

を提供する。 

■事業場の排水監視の実施 

 ・延べ立入事業場数：197 

・ゴルフ場排水の監視 

環境保全課 

 

 

 

■公共下水道、浄化槽の整備普及 

 ・汚水処理人口普及率：93.6％ 

環境保全課 

水道局 

 

■河川、地下水の水質調査の実施 

・水生生物に係る環境基準調査 

環境保全課 

■給餌量等の適正化の指導・啓発 

 ・県の魚類養殖指導指針に基づく指導 

生産流通課 

藻場の保全・再

生 

沿岸の浅瀬に分

布し、魚の餌場、

産卵、稚魚の育成

場となる藻場の

保全と再生を行

う。 

■海藻の繁殖の支援 

 ・ヒジキ種苗等設置への助成 

生産流通課 

錦江湾の生物

多様性に関す

る情報の収集

と発信 

錦江湾に生息す

る生き物の現況、

水質の現況など

に関する情報を

収集し、発信する 

■水族館による情報発信 

 ・「ウミウシ研究所」、「サンゴ繁殖セン

ター」 

かごしま水族館 

 

 

■錦江湾奥会議による情報発信 

 ・かごしま環境未来館でのパネル展示 

環境保全課 
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(2) 生態系をつなげ機能を高める 

  【取組の方向性】 

   断片化している生態系をつなぎ、機能を高めます。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

〔再掲〕 

生物多様性を

高めることに

配慮した川づ

くりの推進 

生物多様性に配慮

し、河川法面の緑

化、寄り洲の活用、

河川形状、後背地と

の連続性の確保、落

差の解消など、生き

物が棲みやすく、利

用しやすい川づく

りのための基本方

針を作成する。 

〔再掲〕 

■生き物の生息に配慮した護岸整備 

・準用河川改修において、治水対策を

講ずるにあたり、環境型ブロックを

設置するなど、環境に配慮した工法

を採用した。（吉水川） 

 

河川港湾課 

道路建設課 

谷山建設課 

・土地区画整理事業と併せて行う木之

下川の河川改修において、生態系保

全のため、床止工の一部に魚道を設

置した。 

谷山都市整備課 

〔再掲〕 

生物多様性を

高めることに

配慮したまち

の緑の形成 

まちの緑の整備指

針において、街路樹

の選定・管理方法、

法面の整備・管理方

法や、道路整備の方

法などを示し、生き

物が棲みやすく利

用しやすい道づく

りを進める。 

また、家庭やまとま

りのある緑地を生

物多様性に配慮し

た緑として形成し、

山地から生き物が

移動する飛び石と

しての機能を高め

る。 

■かごしま環境未来館による学習の推進 

・かごしま環境未来館講座「家庭でで

きるビオトープづくり！」の開催 

かごしま環境

未来館 

市民によるま

ちの緑化制度

の創設 

公園や市道（植樹

帯）などの緑地の一

部を市民に提供し、

市民がまちの緑化

の推進の担い手と

して参加し、まちの

景観や生物多様性

に配慮した緑化を

進めるしくみを作

る。 

■歩道緑地等の維持管理の推進 

・町内会等への花苗配布（花苗配布団

体数：190） 

・歩道緑地管理団体による緑地の維持

管理（歩道緑地管理団体数：195） 

公園緑化課 
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 (3) 評価されている自然を維持・保全する 

  【取組の方向性】 

   重要なものとして評価されている自然を維持・保全します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

「大切にした

い自然」の現況

調査の実施及

び保全 

 

「大切にしたい

自然」として評価

されている自然

の現況を調査し、

保全策を図る。 

■城山公園の自然の森再生 

 ・侵略的外来種（モウソウチク、トウ

チク、ハヤトウリ）の駆除 

 ・園路整備（樹木保護の観点） 

公園緑化課 

 ■市指定保存樹等の保護 

 ・保存樹（43本）、保存樹林（12 ヶ所） 

 ・景観重要樹木（4本） 

環境保全課 

都市景観課 

  ■自然環境保護地区の保護・管理 環境保全課 

  〔再掲〕 

■喜入のリュウキュウコウガイ産地の保

存管理 

・再生整備活用検討委員会での協議を

もとに、水質・底質検査等実施した。 

文化財課 

希少野生動植

物の保護 

希少野生動植物

種として指定さ

れている生き物

が生息している

こと、そのような

状態になった原

因などについて

啓発する。また、

国、県などと連携

を図りながら、生

息域も含め、その

保全を行う。 

■広報啓発の実施 

・動物園における種の保存を目的とす

る世界的なイベントへの参加（「世界

ペンギンの日」等実施） 

・動物園での希少動物の飼育展示 

平川動物公園 

 ・希少野生動植物保護の啓発ポスターの掲示 環境保全課 

 ■ウミガメの保護 

・捕獲及び卵の採取の規制 

環境保全課 

将来に残した

い「自然百選」

の選定 

将来に残したい

鹿児島市の自然

について「自然百

選」として選定

し、冊子にまと

め、発行する。 

■かごしま自然百選の選定・公表 

 ・かごしま自然百選（H27.2 選定） 

環境保全課 

■かごしま自然百選の広報 

 ・ガイドブックの配付 

 ・市民のひろばで広報 

 ・案内看板の設置 

・かごしま環境未来館講座「かごしま自

然百選バスツアー」 

  

 

環境保全課 

 

 

かごしま環境

未来館 
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(4) 生き物の生息・生育を脅かす要因を取り除く 

  ア）外来生物の侵入・拡大の防止 

   【取組の方向性】 

    市民が外来生物について広く認知し、駆除の取組なども行われ、外来生物の新たな増加

はなくなっている状況をつくります。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

外来生物につ

いての普及啓

発 

市内に生息・生育

する外来生物に

ついて種名や特

徴、侵入経路など

について情報収

集し、適正な管理

方法や駆除など

について広報し

ます。 

■特定外来生物の広報 

・「オオキンケイギク」のポスター掲示、

市民のひろば等での広報 

 ・マングース情報の提供依頼 

・アライグマ情報の提供依頼 

・ハイイロゴケグモ情報の提供依頼 

・ヒアリ情報の提供依頼 

・ヒアリへの対応について「鹿児島市

害虫連絡調整会」を開催 

 

環境保全課 

 

 

 

 

 

環境政策課 

■イベント等での広報 

 ・消費生活エキスポ 

・サンエールフェスタ 

 ・生物多様性パネル展 

 

消費生活センター 

生涯学習課 

環境保全課 

ペットの遺棄

の防止 

ペットの遺棄を防

止するため、生態系

への影響に配慮し

たペットの適正な

飼養方法の普及を

図る。 

■犬猫等飼養者への適正飼養の啓発 

 ・広報紙やホームページ等での啓発 

 

 

 

 

 

生活衛生課 

生態系等に影

響を与える外

来生物の駆除 

人の健康や農作

物、生態系に影響

を与える外来生

物について、それ

ぞれの目的に応

じて必要な駆除

を行う。特に広範

囲に広がり生態

系に影響を与え

る外来生物につ

いては、市民参加

によるイベント

などにより駆除

を行う。 

■外来生物の駆除 

・ヤンバルトサカヤスデの駆除 

・かごしま環境未来館地域まるごと共

育講座「松元ダム外来魚駆除体験」

の開催 

・侵略的外来種（モウソウチク、トウ

チク、ハヤトウリ）の駆除（城山公

園） 

・未来館講座「外来生物駆除大作戦！

オオキンケイギク駆除体験」の開催

（都市農業センター） 

 

環境衛生課 

かごしま環境

未来館 

 

公園緑化課 

 

 

かごしま環境

未来館 
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  イ）環境汚染の防止 

   【取組の方向性】 

    廃棄物の適正処理、農薬などの化学物質の適正な使用・管理を行います。  

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

廃棄物の適正

処理の徹底と

美化活動の推

進 

廃棄物の適正処

理の指導・啓発を

徹底し、清掃美化

活動などのこれ

までの取組を継

続する。 

■廃棄物の適正処理の徹底 

 ・監視パトロールによる未然防止 

  （不法投棄発見数：125 件） 

■まち美化活動への支援と団体認定 

 ・まち美化活動支援：326 団体 

 ・まち美化推進団体の認定：242 団体 

廃棄物指導課 

 

 

 

廃棄物指導課 

環境衛生課 

化学物質など

の適正な使用

及び管理 

化学合成農薬や

化学物質などの

適正な使用管理

を進めるととも

に、油や汚水など

の漏洩・流出の未

然防止に取り組

む。 

■化学物質の適正管理の指導 

 ・化学物質適正管理指針の周知 

・水質汚濁防止法に基づく指導 

 ・環境保全セミナーの開催 

(土壌汚染対策等) 

環境保全課 

（再掲） 

■化学肥料等の適正使用の広報 

 ・農作物栽培暦、防除暦の作成、生産

者への指導 

 

生産流通課 

〔再掲〕 

河川・地下水の

水質保全 

家庭や事業所か

らの排水などの

適正な管理がな

されるように事

業 者 な ど に 啓

発・指導などを行

い、河川・地下水

の水質を保全す

る。 

（再掲） 

■事業場の排水監視の実施 

 ・延べ立入事業場数：197 

・ゴルフ場排水の監視 

■公共下水道、浄化槽の整備普及 

 ・汚水処理人口普及率：93.6％ 

■河川、地下水の水質調査の実施 

・水生生物に係る環境基準調査 

 

環境保全課 

 

 

環境保全課 

水道局 

環境保全課 

化学物質の影

響などの情報

の収集と広報

啓発 

化学物質の生物多様

性への影響などに関

する情報収集を行い、

その結果を市民に広

報する。 

■環境への排出量等の情報発信 

 ・化学物質の環境排出量の集計・公表 

・「かんたん化学物質ガイド（環境省作

成）」の配布 

環境保全課 

 

 

ウ）地球温暖化（ヒートアイランド現象）の防止 
【取組の方向性】 

「地球温暖化対策アクションプラン」の継続的な推進により、地球温暖化による生態系や

生き物への影響が緩和されている状況をつくります。 

項目 概要 28 年度実績 関係課等 

地球温暖化の

防止 

温室効果ガスの削減

やヒートアイランド

現象の防止のため、地

球温暖化対策アクシ

ョンプランを推進す

る。 

■地球温暖化対策アクションプランの推

進 

・地球温暖化対策アクションプランに

基づく各種施策や取組の推進 

環境政策課 
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項目 概要 28 年度実績 関係課等 

地球温暖化に

よる影響調査 

気温の現況、生態系や

生き物への影響など

に関する情報収集を

行うと共に、モニタリ

ング調査の中で現れ

る温暖化に関係する

兆候を評価し、結果を

公表する。 

■情報収集 

・環境アドバイザーとの意見交換 

・気候情報連絡会（鹿児島地方気象台開

催）への参加 

・気候変動及び適応策に関する地方公共

団体セミナー（九州地方環境事務所）

への参加 

環境政策課 

 

 

基本方針２．生物多様性を支える人を育む 

 

 (1) 環境学習・環境教育を推進する 

  ア）学習・教育の場や機会の提供 
【取組の方向性】 

かごしま環境未来館を中心に環境学習等を推進し、そこに自然体験、生物多様性分野の

講座等を追加・拡充します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

自然体験など

生物多様性に

ついての学習

の機会の提供 

かごしま環境未

来館、公民館、水

族館、動物園、観

光農業公園など

で行われる講座、

研修などの中に

生物多様性の視

点を盛り込む。ま

た、図書館などに

よる情報の提供

を行う。 

■かごしま環境未来館による学習の推進 

 ・かごしま環境未来館講座 

  「甲突川いきものウォッチング」 

  「自然遊歩道めぐり（寺山自然遊歩

道）」 

 ・甲突川リバーフェスティバル 

  「甲突川生き物観察会」 

 ・かごしま環境未来館地域まるごと共

育講座「夏の岳の池生きもの観察

会」、「里山でスケッチ」、「松元ダム

外来魚駆除体験」 

 ・グリーンファームでの体験学習 

かごしま環境

未来館 

  ■都市農業センターによる収穫体験 

 ・タケノコ収穫体験（4月） 

・親子茶つみ体験（4月） 

・たまねぎ、ウメ収穫体験（5月） 

・ヤマモモ収穫体験（6月） 

・ブルーベリー収穫体験（7～8月） 

・サツマイモ収穫体験（11 月） 

・キンカン収穫体験（12 月） 

都市農業セン

ター 

  ■観光農業公園による自然体験等 

・ネイチャーゲーム（通年） 

・農業体験（通年） 

グリーンツーリ

ズム推進課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

自然体験など

生物多様性に

ついての学習

の機会の提供 

かごしま環境未

来館、公民館、水

族館、動物園、観

光農業公園など

で行われる講座、

研修などの中に

生物多様性の視

点を盛り込む。ま

た、図書館などに

よる情報の提供

を行う。 

■桜島・錦江湾ジオパーク活動の推進 

・ジオパーク活動の展開、情報発信 

・ジオツアー（4 回）、ジオ講座（13

回）等の開催 

・「灰フェス！」の開催 

・副読本の作成及び活用 

・保全計画の策定 

・ＰＲ映像、ホームページの活用など 

ジオパーク推

進室 

 ■かごしま水族館による学習の推進 

 ・ワクワクきびなご塾 

 ・いおっ子海っ子体験塾 

・水族館アクアラボ 

 ・特別企画展 

 ・「ウミウシ研究所」、「サンゴ繁殖セ

ンター」 

・体験！一日飼育係 

かごしま水族館 

  ■動物園による学習の推進 

 ・飼育係のお話（毎月） 

 ・飼育の日（4月 19 日） 

・サマースクール（小学生） 

・大人のための飼育体験教室（高校生

以上） 

・飼育体験教室（小学生以上） 

・野鳥観察会 

・動物公園ふしぎ探検隊 

・ねんどで動物をつくろう 

・羊毛工作教室 

・動物の鳴き声クイズ大会 

・巣箱づくり教室 

・国際博物館の日イベント 

・愛鳥週間イベント 

・にくの日イベント（29 日） 

・動物愛護児童作文コンクール 

・1日園長 

・動物慰霊祭 

平川動物公園 

  ■観察園等の活用 

 ・ホタルを見る夕べの開催 

（かごしま健康の森公園） 

かごしま健康

の森公園 

  

■生物多様性関連図書の整備 

 ・自然や生き物に関する図書の収集及

び企画展の開催 

図書館 

  

■青少年の自然体験の実施 

 ・「ファミリーアドベンチャーin いお

うじま」 

・宮川野外活動センター自主事業（4 回） 

・青少年ふれあい交流・体験活動（1 泊） 

青少年課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

自然体験など

生物多様性に

ついての学習

の機会の提供 

かごしま環境未

来館、公民館、水

族館、動物園、観

光農業公園など

で行われる講座、

研修などの中に

生物多様性の視

点を盛り込む。ま

た、図書館などに

よる情報の提供

を行う。 

■地域公民館による学習の推進 

 ・親子植物採集教室 

 

中央公民館 

 ・親子植物採集 鴨池公民館 

・野山で学ぶふるさとの四季の草花 

・親子で楽しむ植物採集 

城西公民館 

・親子植物採集教室 谷山市民会館 

・夏休み親子で植物採集 吉野公民館 

・親子で川の生き物をさがそう 伊敷公民館 

・田上川調べ歩き 

・親子で学ぶ植物採集 

武・田上公民館 

・親子ふれあい川遊び 吉田公民館 

・桜島や身の回りの環境、生き物に関

する本の展示・貸出（4回） 

・桜島カヌー教室 

・新島たんけん 2017 

桜島公民館 

・親子アウトドア教室 

・自然を感じるウォーキング 

松元公民館 

・親子里山ふれあい塾 

・谷北子ども体験塾 

・親子ふれあい植物採集 

谷山北公民館 

■少年自然の家による体験の推進 

・わくわくアドベンチャーin 硫黄島 

・１ＤＡＹキャンプ 

・ファミリーキャンプ 

・ワイルドキッズ林間学舎 

・わくわくアドベンチャー冬の自立キ

ャンプ 

少年自然の家 

学校などでの

生物多様性に

ついての学習

の推進 

理科や総合的な

学習の時間、クラ

ブ活動、校外学習

などにより生物

多様性について

学ぶ機会を提供

する。 

■かごしま環境未来館による推進 

・講師派遣 

・出前授業「生きもののキ・モ・チ」 

かごしま環境

未来館 

学校教育課 

■学校版環境 ISO の推進 

・更新  

環境保全課 

小中学校 

■教材などの提供 

・生物多様性学習教材編集会議の開催 

環境保全課 

■理科等での体験的な活動の実施 

 ・環境教育指導資料「川の生きものた

ち」等の活用促進 

 ・プールの生き物観察会の実施 

学校教育課 

小中学校 

■水道、下水道のしくみの広報 

・浄水場及び下水処理場の施設見学 

・夏休み親子水教室（水道） 

・下水道展かごしま 

・水の再生工場探検（下水道） 

水道局 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

市民参加によ

る調査などの

実施 

夏休みなどを活

用して、生き物観

察会や市民一斉

生き物調査など

を実施する。 

〔再掲〕 

■生き物観察会等の開催 

・かごしま環境未来館、各公民館ほか 

かごしま環境

未来館 

各公民館ほか 

■情報収集 

・市民生きもの調査 

環境保全課 

身近な自然や

生き物に関す

る 情 報 の 収

集・発信 

身近な自然や生

き物について目

を向けるきっか

けとして、市民か

ら写真・絵などを

収集し、イベント

などで広く発信

する。 

■かごしま環境未来館による情報発信 

 ・環境フォト＆ムービーコンテストの

開催 

かごしま環境

未来館 

■平川動物公園による情報発信 

 ・フォトコンテスト 

 ・夏休み動物スケッチ大会 

平川動物公園 

■かごしま水族館による情報発信 

 ・フォトコンテスト 

かごしま水族館 

■かごしま健康の森公園による情報発信 

 ・フォトコンテスト 

かごしま健康

の森公園 

生物多様性に

関する教材の

整備 

鹿児島市の自然

や生き物、暮らし

との関係などに

ついて学習でき

る教材を整備す

る。 

■生物多様性関連図書等の整備 

 ・かごしま環境未来館（学習機材、図

書） 

 ・図書館（図書） 

 ・水族館（標本、写真・動画、教材） 

 ・どうぶつ学習館（図書、標本等） 

 

かごしま環境

未来館 

図書館 

かごしま水族館 

平川動物公園 

生物多様性に

関する教材の

整備 

鹿児島市の自然

や生き物、暮らし

との関係などに

ついて学習でき

る教材を整備す

る。 

〔再掲〕 

■生物多様性学習教材の整備 

・生物多様性学習教材編集会議の開催 

 

環境保全課 

  

  イ）人材の育成 

   【取組の方向性】 

学習・教育活動を支える人材を育むとともに、市民が生物多様性について知り、理解す

る機会を増やすことを通じて、行動を起こす市民を育みます。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

教員などを対

象とした研修

の実施 

子どもたちを育

成する教員など

を対象として生

物多様性を絡め

た環境学習の実

践方法の研修を

行う。 

 

 

■研修の実施と支援 

 ・かごしま環境未来館講座「先生のた

めの環境学習セミナー」の開催 

 ・水族館での研修プログラムの提供 

 ・動物公園での研修プログラムの提供 

 ・環境教育研修の情報提供 

 

かごしま環境

未来館 

かごしま水族館 

平川動物公園 

学校教育課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

親世代への研

修の実施 

食育や生き物と

のつきあい方、い

のちの教育など

生物多様性に関

連した環境学習

の実施を親世代

に促す。（社会学

級、成人学級、家

庭教育学級など） 

■研修の実施 

・動物園大人のための飼育体験教室 

・大人のための羊毛教室 

・ボランティア研修 

・動物公園学講座 

・動物園出張講座 

 

平川動物公園 

 ・水族館ボランティア学習会（4回） 

 ・水族館大人のための飼育体験（2回） 

 ・専門家講演会（4回） 

・インターンシップ、学芸員、獣医師

実習生受入 

かごしま水族館 

 ・食育教室（2回） 

・郷土料理教室（5回） 

・親子郷土料理教室（5回）  

保健予防課 

  ・家庭教育学級、父親セミナー、女性

学級、成人学級での実施 

生涯学習課 

 

  ・家庭菜園実習入門  松元公民館 

自然体験アー

カイブ事業 

地域の年配者か

ら、自然に関する

昔話や草花遊び、

伝統行事などに

ついて、次世代に

伝える機会を講

座などで設ける。 

〔再掲〕 

■地域公民館による学習の推進 

 ・新島たんけん 2017 

 

桜島公民館 

人材バンクの

整備 

生物多様性を支

え る 人 材 を 登

録・派遣できるし

くみを構築する。 

■講師登録及び派遣 かごしま環境

未来館 

 

(2) 自然とふれあう 

ア）自然のなかに出かける 
【取組の方向性】 

野山や海、川へ出かけ、楽しむことを通して自然の恵みを実感し、生物多様性を保全し

ていこうとする市民を育成します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

グリーン・ツー

リズムの推進 

グリーン・ツーリ

ズム推進計画に

基づき農村地域

の自然、文化、

人々との交流を

楽しむ活動を推

進する。 

■グリーン・ツーリズムの推進 

・農家民宿の利用促進 

・農作業体験等学習の支援（9地区） 

・棚田保全支援（１団体、300 千円） 

・グリーンツーリズム宿泊体験ツアー 

・ガイドブックのリニューアル 

グリーンツーリ

ズム推進課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

自然体験の推

進 

新たな自然遊歩

道の設置や少年

自然の家、観光農

業公園などでの

講座などの開催

により、野山、海、

川などの自然、生

き物とふれあう

機会を増やす。 

■ふれあいの場の創出 

・かごしま自然百選ガイドブックの作

成及び配布 

・自然遊歩道の紹介（8ヶ所 10 コース） 

環境保全課 

 

■自然を体験観察できる施設の管理運営 

 ・海水浴場 

 ・キャンプ場 

 ・観光農業公園 

 ・冒険ランドいおうじま 

 ・宮川野外活動センター 

 ・少年自然の家 

 ・市民農園 

 ・自然観察園（かごしま健康の森公園） 

 ・水生植物園（都市農業センター） 

各課 

〔再掲〕 

■自然体験、農作業体験講座等の開催 

 

かごしま環境

未来館ほか 

ビオトープの

創出 

市有地や遊休農

地などを活用し、

水生昆虫など生

き物の棲みかと

なるビオトープ

を創出し、市民が

生き物とふれあ

える場を創出す

る。 

■かごしま環境未来館による学習の推進 

 ・かごしま環境未来館講座「家庭でで

きるビオトープづくり！」 

 

かごしま環境

未来館 

■ビオトープの創出 

 ・遊休農地でのビオトープ創出（NPO

法人メダカの学校かごしま） 

かごしま環境

未来館 

自然ふれあい

情報の集約発

信 

様々な自然体験

イベント、ふれあ

いイベント、四季

のお出かけ情報

などを集約し、ホ

ームページや広

報紙で発信する

ことにより、市民

が生き物や生態

系にふれること

のできる機会を

増やす。 

■情報の発信 

・環境未来館ホームページ 

・環境未来館だよりの発行 

・四季の花情報の掲載（市ホームページ） 

 

かごしま環境

未来館 

公園緑化課 

 

 

イ）日々の暮らしのなかで向き合う 

【取組の方向性】 

日々の暮らしのなかで四季を感じ、旬の恵みを楽しむことなどを通して、生物多様性の

保全について理解する機会を提供し、日々の暮らしの中で生物多様性を意識していく市民

を育成します。 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

食育の推進 食育推進計画に

基づき、食べ物を

通して季節感を

考える機会を提

供すると共に、地

産地消や郷土料

理の普及、もった

いないの気持ち

を育む。 

■食育の推進 

・ホームページ等による郷土料理、地

産地消レシピの紹介 

・市民のひろばへの郷土料理レシピの

掲載 

・食育推進ネットワークの連携強化 

・関係団体等の食育実践活動への支援、

助言 

保健政策課 

  

 

〔再掲〕 

■食育教室等の開催 

・食育教室（2回） 

・郷土料理教室（5回） 

・親子郷土料理教室（5回） 

 

保健予防課 

 

  ■農林水産物の地産地消の推進 

・食の産地交流会（3回） 

・暮れの市（1回） 

・松元茶ＰＲキャンペーン（8回） 

生産流通課 

  ■市内産特産物旬のキャンペーンの開催 

 ・市内の軟弱野菜、スイートコーン、

ニガウリ、茶、小ミカンなど農林水

産物の PR販売（年 3回） 

生産流通課 

 

 ■農林漁業等に関する体験活動の促進 

 ・観光農業公園における、農業体験や

調理・加工体験 

 ・グリーン・ツーリズム活動団体等で

の体験活動の促進 

グリーンツーリ

ズム推進課 

  ■学校給食での推進 

 ・郷土料理、日本の伝統食、四季の行

事食、旬の素材を使った季節料理の

提供 

 ・「かごしまをまるごと味わう学校給

食」週間（1月）の設定 

保健体育課 

季節行事や伝

統行事の普及 

菖蒲湯やお月見

のススキ、祝い事

の尾頭付きの鯛

など季節行事や

それを行ってい

る地域などの事

例を紹介し、普及

を図る。 

■季節行事の普及 

 ・鯉のぼり飾り、七夕飾り、子ども教

室「正月飾りづくり」、「餅つきをし

よう」などのイベント体験学習の開

催 

ふるさと 

考古歴史館 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

消費者教育な

どあらゆる機

会を捉えた生

物多様性の普

及 

消費者教育、温暖化

防止教育などあら

ゆる場面を捉え、生

物多様性の保全に

ついての情報を発

信する。 

■あらゆる機会を捉えた普及 

 ・消費生活エキスポ 

 ・サンエールフェスタ 

 

消費生活センター 

生涯学習課 

暮らしに影響

を与える生き

物への適切な

対応 

暮らしに影響を

与える生き物へ

の対処方法の周

知と大量発生し

ないような環境

づくりを進める。 

■広報啓発 

 ・ヤンバルトサカヤスデのまん延防止 

 ・野生生物への餌付けの防止 

 

環境衛生課 

環境保全課 

生産流通課 

タネ銀行制度

の設立 

種から発芽させ

る喜び、好奇心を

育み、緑化を進め

るため、種の収

穫・配布・交換を

行うタネ銀行制

度を設立・運用す

る。 

■種からの森づくり 

 ・桜島赤水採石場跡地へ種から育てた

苗の植樹 

（桜島どんぐりころころ植樹祭実行委

員会、環境にやさしいまちづくりの

会） 

環境保全課 

 

 

基本方針３．生物多様性を支える社会のしくみを整える 

 (1) 生物多様性の意味や価値を社会に浸透させる 

【取組の方向性】 

地球温暖化のように一般化に至っていない「生物多様性」への認識を高めます。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

広報の活性化 生物多様性の重

要性や保全の意

義等を広報する。 

 

■広報の充実 

・市ホームページ 

・地域戦略概要版の配付 

・生物多様性保全活動の企画提案の公

募 

・かごしま自然百選の市民のひろばで

の紹介 

・生物多様性パネル展の開催 

・かごしま自然百選ガイドブックの配

付 

 ・かごしま自然百選案内看板の設置 

環境保全課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔再掲〕 

■あらゆる機会を捉えた普及 

 ・消費生活エキスポ 

 ・サンエールフェスタ 

 

 

消費生活センター 

生涯学習課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

国際生物多様

性の日を契機

とした普及啓

発事業の展開 

国際生物多様性

の日（5月 22 日）

を契機に生物多

様性の保全活動

や広報啓発を集

中的に実施する。 

■国際生物多様性の日の普及啓発 

 ・チラシの配布 

 【普及啓発イベント】 

 ・動物の記念日にちなんだイベント 

 ・水族館から飛び出せ ワクワクきび

なご塾 磯の生きもの調査隊 

 ・グリーンファーム「こどもまつり」 

・かごしま環境未来館講座「甲突川の

いきものウォッチング」 

・かごしま環境未来館講座「外来生物

駆除大作戦！～オオキンケイギク

駆除体験～」 

・かごしま環境未来館地域まるごと共

育講座「松元ダム外来魚駆除体験」 

・かごしま環境未来館地域まるごと共

育講座    

「夏の『岳の池』生きもの観察会」 

・ランチタイムコンサート 

・親子で育てようサツマイモⅠ・Ⅱ 

・春を満喫！青果市場フレッシュツアー 

・生物多様性図書展～生きものとつながる～  

・「いおの日」お魚料理教室 

・食育教室 

・公民館講座「親子植物採集」 

・公民館講座「谷北子ども体験塾」 

・公民館講座「親子ふれあい川遊び」 

・公民館講座「新島たんけん 2017」 

・公民館講座「親子で川の生き物をさ

がそう」 

・ホタルを見る夕べ 

 

・錦江湾魅力再発見クルーズ 

・よりみちクルーズ船上セミナー 

・お茶の里「新茶まつり」 

 

 

 

平川動物公園 

かごしま水族館 

 

観光農業公園 

かごしま環境

未来館 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化振興課 

少年自然の家 

青果市場 

図書館 

魚類市場 

保健予防課 

中央公民館ほか 

谷山北公民館 

吉田公民館 

桜島公民館 

伊敷公民館 

 

かごしま健康

の森公園 

船舶局 

 

グリーンツーリ

ズム推進課 

 

(2) 生物多様性の保全活動を広げる 
【取組の方向性】 

生物多様性を保全する、また生物多様性に貢献する事業活動や市民活動団体、市民などの

取組を社会全体に広げます。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

生物多様性を高め

ることに配慮した

活動の拡大 

生物多様性を高

めることに配慮

した事業活動や

生物多様性の保

全活動などを拡

大する。 

■かごしま環境未来館による活動の促  

進 

・かごしま環境未来館地域まるごと共

育講座（35 講座） 

 ・登録団体制度運営（67 団体） 

 ・ホームページでの活動紹介 

かごしま環境

未来館 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

生物多様性を

高めることに

配慮した活動

の拡大 

生物多様性を高

めることに配慮

した事業活動や

生物多様性の保

全活動などを拡

大する。 

■市民活動団体等の企画提案に基づく

生物多様性保全活動の推進 

 ・甲突川源流ウォーク 

・ネイチャーゲームを用いた体験学習

事業 

・市民生きもの調査 

環境保全課 

  〔再掲〕 

■生物多様性の視点の導入 

・城山の固有種の生育を阻害している

外来種の駆除 

・樹木保護の観点からの園路の整備 

 

公園緑化課 

 

 

 

生物多様性の

保全に配慮し

た製品などの

利用の拡大 

生物多様性の保

全に貢献できる

商品として、伝統

野菜、地元産野

菜、間伐材・竹製

品、炭などの利用

の拡大を図る。 

〔再掲〕 

■市内産特産物旬のキャンペーンの開催 

・市内の軟弱野菜、スイートコーン、

ニガウリ、茶、小ミカンなど農林水

産物の PR販売（年 3回） 

 

生産流通課 

■情報収集 

・生物多様性に配慮した製品等の認証

制度等に関する情報の収集及び提

供 

環境保全課 

 

 

■製品の利用 

 ・竹紙での印刷物の発注 

環境保全課 

農林水産業の

振興 

農林水産業を振

興するために、既

存従事者の支援

と担い手の育成

を図る。あわせて

捕獲従事者の育

成・確保を図る。 

■農業担い手の育成 

・農業後継者対策としての農業青年ク

ラブの活動に対する助成 

・認定農業者等の担い手の確保、育成

及び経営の改善、法人化の推進 

・地域営農システムに取組む地域の話

し合い活動の促進及び先進地視察

研修等 

・担い手農家と遊休農業機械等を提供

可能な農家とのマッチングを支援 

農政総務課 

  〔再掲〕 

■有害鳥獣被害対策の実施 

・電気柵等の設置、捕獲への助成等 

 

生産流通課 

有効資源とし

ての生態系サ

ービスの持続

的な利用 

持続可能な資源

である生態系サ

ービスについて

利用の拡大を図

る。 

 

■観光・交流資源としての評価・活用 

 ・ジオパーク活動の展開、情報発信 

ジオパーク 

推進室 

■景観資源としての評価・活用 

・景観形成重点地区の指定 

八重の棚田地区（H25.10.1 指定） 

磯地区（H26.4.1 指定） 

 ・南洲門前通り地区（H29.4.1 指定） 

・喜入旧麓地区（H30.3.1 指定） 

都市景観課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

有効資源とし

ての生態系サ

ービスの持続

的な利用 

持続可能な資源

である生態系サ

ービスについて

利用の拡大を図

る。 

■地域づくりの支援 

・町内会が実施する住民同士の親睦交

流を目的とする地域まちづくり事

業等への支援 

・地域コミュニティ協議会への活動支援 

地域振興課 

支所総務市民課 

  〔再掲〕 

■グリーン・ツーリズムの推進 

・農家民宿の利用促進 

・農作業体験等学習の支援（9地区） 

・棚田保全支援（１団体、300 千円） 

・グリーンツーリズム宿泊体験ツアー 

・ガイドブックのリニューアル 

グリーンツーリ

ズム推進課 

  〔再掲〕 

■かごしま自然百選の選定・公表・広報 

・ガイドブックの配付 

・市民のひろばで広報 

 ・かごしま環境未来館講座「かごしま

自然百選バスツアー」 

・案内看板の設置 

 

環境保全課 

 

(3) 情報を集積し発信する 

 【取組の方向性】 

生物多様性の現況や取組の実施状況などの情報を集積し、広く発信します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

モニタリング

調査の実施 

市内に生息する

動植物について

モニタリング調

査を実施する。 

■モニタリング調査・生き物調査の実施 

・市民生きもの調査 

環境保全課 

データベース

の整備 

鹿児島市内で確

認された生き物

に関する情報、生

き物とふれあえ

る場所やイベン

トに関する情報、

写真や自然体験

アーカイブ事業

で収集した情報

などをデータベ

ース化し、市民が

自由に利用でき

る情報源として

公開する。 

■いきものログ（環境省）での生息情報

等の提供 

・市民生きもの調査 

環境保全課 
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項目 概要 29 年度実績 関係課等 

情報の発信 生き物ふれあいマ

ップの公開、シンポ

ジウム、フォーラ

ム、写真展などを開

催し、生物多様性に

関する情報を発信

します。 

■かごしま環境未来館による推進 

 ・地域まるごと環境フェスタ in谷山 

 ・環境フォト＆ムービーコンテスト 

 ・環境子どもサミット 

かごしま環境

未来館 

 

生物多様性レ

ポート（仮称）

の発行 

生物多様性地域

戦略の実施状況

をとりまとめ、レ

ポートとして公

開する。 

■年次報告書の作成 

・年次報告書の作成、公表（H28 年度

実施状況） 

環境保全課 

生物多様性の

保全に関する

活動・研究発表

会の開催 

市民や事業者、研

究者・学生などが

行っている研究

などの最新の成

果を広く周知す

る場として、発表

会を開催する。 

■活動・研究発表会の開催 

・かごしま環境未来館環境活動発表交

流会 

かごしま環境

未来館 

 

 

(4) 連携・協働により取り組む 
【取組の方向性】 

様々な主体が連携・協働し、それぞれの長所を活かしながら生物多様性を高めるしくみを

構築します。 

項目 概要 29 年度実績 関係課等 

連携・協働によ

る事業実施 

市民、事業者、市

民活動団体、大学

などと連携・協働

し、モニタリング

や生物多様性を

高めるための事

業を実施する。 

■環境フェスタかごしまの開催 かごしま環境

未来館 

■食育フェスタの開催 保健政策課 

 〔再掲〕 

■市民活動団体等の企画提案に基づく

生物多様性保全活動の推進 

 ・甲突川源流ウォーク 

 ・ネイチャーゲームを用いた体験学習事業 

・市民生きもの調査 

 

環境保全課 

 〔再掲〕 

■かごしま環境未来館による推進 

・地域まるごと共育講座 

 

かごしま環境

未来館 

他自治体、関係

機関等との連

携強化 

環境省や他自治

体、関係機関など

と連携した活動

を行う。 

また、動物園、水

族館、観光農業公

園などと連携し

た活動を行う。 

■国・県等との連携 

・錦江湾奥会議（内閣官房モデル調

査・流域水循環計画の基本方針策

定） 

・生物多様性自治体ネットワークへの

参加 

環境保全課 

 


